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基本理念
愛し愛される病院

行動指針
１．医療・看護・介護サービスの向上に努める
２．地域住民の医療・介護・福祉に貢献する
３．関係機関との密接な連携を推進する
４．医療職員の自覚と、常に学び、研修・教育の充実を図る
５．笑顔を忘れず誠意をもって接する

基本方針
１．患者様中心の医療の推進
　　患者様ニーズの把握に努め、患者様と医療職員とのベストな関係を構築し、ベストな医療に取り組みます。
２．地域と密着した医療の実践
　　医療と介護の連携強化に努め、在宅と病院との懸け橋となる地域医療の貢献を目指します。
３．健全経営の継続
　　将来に向けて医療と介護連携の強化に日々研鑽し、事業拡大及び事業の継続に努めます。
４．人財の育成
　　個々の職員の能力向上に努め、次世代リーダーの輩出及び強固な人財基盤の構築に努めます。
５．継続的質改善の取り組み 
　　第三者評価及びQI活動による質改善への取り組みと医療安全、感染管理による体制の強化に努めます。

交通のご案内

診療内容のご案内

■車をご利用の場合
関越自動車道川越インターを狭山方
面に出て信号４つ目を右折

■電車をご利用の場合
●JR川越線 笠幡駅より徒歩15分
●東武東上線 霞ヶ関駅より車10分
●西武新宿線 南大塚駅より車15分

※霞ヶ関駅からは送迎バスもありま
すのでお問い合わせください。

診療科目 内科・神経内科（木曜日午後のみ）・麻酔科（痛みの外来、午前のみ、木曜日休診）
リハビリテーション科・歯科（口腔外科）

診療日 月曜日～土曜日 休診日 日曜日・祝日

受付時間 午前８時45分～午後12時45分
午後１時45分～午後 ５時45分

診療時間 午前９時～午後１時
午後２時～午後６時
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編集後記
あけましておめでとうございます。
今年も、病院の行事を多くの方に発信できます
よう、広報委員一同頑張りたいと思います。
今年もよろしくお願い致します。

医療法人 高友会 笠幡病院

※第５土曜日午後は歯科の診察は休診となります。

〒350-1175　埼玉県川越市笠幡4955-1
ＴＥＬ；049-232-1231（代表）

　　　　　    049-232-1235（歯科直通）
ＵＲＬ：http://www.kasahatahp.com/

　笠幡病院はFacebookを立ち上げ何人かのメンバーで活動しています。さらにいろんな
人に笠幡病院を知ってもらえるように日々情報発信しています。広報誌やウェブサイトだ
けではわからない病院の雰囲気が伝わるように写真もたくさん載せています。笠幡病院を
知っている方も知らない方も楽しめるように作っています。是非ご覧になってください。
　笠幡病院Facebook　https://www.facebook.com/kasahatahp



　11月8日水曜日、年に一度の握り寿司イベントを開催いたしました。3階の食堂談話室に木
製の屋台とのぼり旗を設置し、はっぴを着た職員が寿司を握る様子を患者様に見ていただきま
した。本格的な屋台を前に「お店みたい。」「立派だね。」と驚かれていました。
　鮪・サーモン・甘海老・真鯛・玉子の盛り合わせで、キラキラと光る寿司を見て職員からも思わ
ず「美味しそう」という声
が漏れていました。患者
様も「とっても美味し
い。」「病院でお寿司を
食べられるなんて嬉し
い。」「豪華だね。」と大変
喜ばれていました。
　普段は各病棟でのお
食事ですがこの日は談
話室にお集まりいただ
き、患者様も職員も笑
顔があふれ、にぎやかで
楽しい昼食のひと時と
なりました。

栄養科　井　上　真悠子

院長　福　留　健　之 １病棟　竹　内　菊　枝
　生い茂った草を眺めている患者様を見かけ、ここに花壇を造ろうと思いました。
　車椅子の患者様が見やすいように、手前に1年草や池を配し、奥にはつるバラや廃材で
手作りした小屋を置き、どこか懐かしい庭を造ってきました。
　維持していくには大変な事もありますが、外出の少ない患者様が自然に触れ、季節を感
じたり、花やメダカがコミュニケーションのきっかけとなり、ほんの少しでも楽しい時間
を過ごす事ができたらと願っています。

リハビリテーション科　狩　野　　　亮
　昨年、公開講座+αとして11月11日にガラスモザイク教室が開催されました。参加者
は近隣住民11名。講師として坂戸市鶴舞自治会まちづくり委員会　高齢化検討部会部会長
の岸野多津子先生をお招きしました。講義や体操ではなく、物作りや外部から講師を招い
てというのは当院にとって今回が始めての試みです。職員にとっても初めてで、緊張の中
での開催でした。始まってみれば岸野先生、参加者の皆様ともに和気藹々と行っていまし
た。写真から当日の雰囲気が感じ取れます。完成したステンドグラスに灯りを灯し完成。
　無事に終える事ができました。岸野先生からお褒めの言葉を頂きイベントは大成功。今
後も、地域住民の皆様との交流を続けていきたいです。

笠幡ガーデン笠幡ガーデン2018年　年頭挨拶2018年　年頭挨拶

にぎり寿司イベントにぎり寿司イベント
ガラスモザイク教室ガラスモザイク教室

　新年明けましておめでとうございます。謹んで新春のご挨拶を申し
上げます。
　旧年中は大変お世話になりました。本年も何卒よろしくお願い申し上
げます。
　今年も当院は全床を医療療養病院としてますます充実してまいりま
す。昨年は入院が決まってからもしばらく待機して頂く患者様が多く
なってしまい誠に申し訳ございませんでした。この場をお借りしてお詫
び申し上げます。

　今年はかねてから計画していた在宅復帰強化病棟を開設できるよう努力してまいります。更
には訪問診療・訪問看護・訪問リハビリ・通所リハビリ等のサービスの向上にも取り組んでまい
ります。今年は、「職員一人一人が考えて患者さんメインの医療を行う」をスローガンに笠幡病
院を患者様のための病院にするべく進んでまいります。
　今年の干支は戌です。犬は親しみやすい性格で、お産が軽いことから、安産をしたいなら戌
の日が吉日だとか、おめでたい意味を持つようになったそうです。当院の受付には当初から盲
導犬協会の募金箱が置いてあります。日頃から多くの患者様や職員から募金に協力して頂い
ております。盲導犬のような自己犠牲の精神に至るのは難しいとしても、少しでもその境地に
近づくことができるように精進したいものです。
　最後になりますが、今年が皆様にとってより良い年となるよう心からお祈りして新年のご挨
拶と致します。本年もよろしくお願い申し上げます。
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